
防災対策課　☎0738-23-5528
FAX0738-52-7036

防災情報

　昨年6月、台風２号の接近に伴い梅雨前線が活性化し、和歌山県で線状降水帯が観測されました。
　御坊市では住宅の浸水被害、冠水による道路の通行止めなど、皆様の生活に多大な影響を及ぼしました。
　気象情報は事前に情報収集できます。災害発生時に適切な行動がとれるよう、日頃から情報を確認し準備をしま
しょう。

６月は梅雨の季節、大雨に備えましょう!
～線状降水帯がもたらす集中豪雨～

線状降水帯とは？
　線状降水帯とは、次々と発生する積乱雲が列をなし、同
じ場所を通過または停滞することで作り出される、強い降
水を伴う雨域のことです。
　線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予
想された場合、半日程度前から、「線状降水帯」という
キーワードを使って気象庁が呼びかけます。これらの情報
を見聞きした場合は、気象情報の収集に努め、大雨に備え
ましょう。

大雨の情報収集をしましょう
　災害や避難に関する情報は、様々な手段で入手することができます。普段から、情報を入手できる手段を確認し
ておきましょう。
・テレビやラジオ　
・防災行政無線、市公式LINE、市ホームページ　　
　※市公式LINEは右の二次元コードから、友だち登録できます。
・「和歌山県防災ナビ」アプリ、防災わかやまＸ（Twitter）、防災わかやまメール配信サービス
・気象庁ホームぺージなど

いのちを守る「避難」の心得
「避難」とは、「難」を「避」けること。
・安全な場所にいる方は、避難所へ行く必要はありません。
・避難所へ行くことだけが避難ではありません。
○ハザードマップを確認し、自分の住んでいる地域のリスクを知ろう!
　洪水・土砂災害ハザードマップで洪水時に浸水する区域や深さ、また土砂
災害の危険がある場所をチェックし、自宅から避難場所までの経路や家族の
連絡先などについて確認しましょう。
　ハザードマップ、避難先一覧は右の二次元コードからご覧いただけます。

「難」を「避」ける４つの行動

ハザードマップ 避難先一覧

安全な親戚・知人宅への避難
普段から、災害時の避難につ
いて相談しておきましょう。

安全なホテル・旅館への避難
事前に確認が必要です。宿泊
料が発生します。
（一部宿泊料半額）

屋内での安全確保
ハザードマッ
プ等で自宅の
リスクを確認
し、安全であ
るか確認しま
しょう。

市が開設した避難所への避難
各自必要なものを持って避難
しましょう。
＜例＞
・飲食料品
・日用品
・充電器
・持病薬　等

税務課　☎0738-23-5504
FAX0738-24-2890

税務課からのお知らせ

森林環境税（国税）の課税について
　森林環境税は、温室効果ガス排出の削減や森林整備等に必要な財源を確保するため、令和６年度から国内
に住所がある個人に対して課税される国税です。
　個人住民税均等割と併せて1人年額１千円を賦課徴収します。
　ただし、令和５年度まで加算されていた特別復興税がなくなり、個人住民税均等割が１千円引き下げられ
るため、令和５年度と比べて課税額の合計金額は変わりません。

　賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負担を緩和するため、デフレ脱却のための一時的な措置として、令
和６年度分の個人住民税の定額減税が実施されます。

個人住民税の定額減税について

 対　　象　令和５年の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
　　　　　 ※個人住民税均等割・森林環境税のみ課税されている場合は対象となりません。

 減 税 額　納税義務者本人、配偶者を含む扶養親族(国内居住者)1人につき、1万円
　　　　　 ※算出した減税額が所得割額を上回る場合、所得割額が減税の限度額となります。
　　　　　　 減税しきれなかった分については、別途給付金（調整給付）が支給されます。
　　　　　　 給付金の支給については、詳細が決まり次第、お知らせします。

 減税方法　
①給与から個人住民税が差し引かれる方(給与特別徴収)
　令和６年６月分は徴収せず、定額減税後の税額を令和６年７月分から令和７年５月分までの11か月に分割し
て徴収します。

税負担 ５月４月３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月

徴収しない

４月 ２月12月
10月

８月６月

③公的年金から個人住民税が差し引かれる方（年金特別徴収）
　定額減税前の税額をもとに算出した令和６年10月分の特別徴収税額から減税し、10月分から減税しきれな
い場合は、令和６年12月分以降の特別徴収税額から、順次減税します。

税負担 10月分から減税

②納付書や口座振替で個人住民税をお支払いいただく方（普通徴収）
　定額減税前の税額をもとに算出した第１期分（令和６年６月分）の税額から減税し、第１期分から減税しきれ
ない場合は、第２期分（令和６年8月分）以降の税額から、順次減税します。

税負担
１月（第４期）10月（第３期）８月（第２期）

６月（第１期）

６月分から減税

※全期前納での口座振替について、定額減税により第１期分課税額が０円になる場合、全期分一括前納ではなく
第２期以降に期別ごとの振り替えとなります。
　令和７年度からは全期前納の取り扱いに戻りますので、ご理解ください。
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